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●福祉機器展「UniWave2025in埼玉・宮代」での発表

11月8日（土）〜9日（日） 会場：日工大5号館7階

「ゆっくりおしゃべり食事会」で高齢の方々からうかがった日常の悩み

事が学生の卒業研究につながった。多数の人が「転倒」「防犯」「緊急

時の連絡」を心配していることが分ったため、その解決策について調査

等を行った。そして、日工大で開催された福祉機器展で発表する機会を

得て、宮代町の高齢の方々に情報提供することが出来た（右のポス

ター）。

●ゆっくりおしゃべり食事会（3／26、6／20、9／19、12／22）

「ゆっくりおしゃべり食事会」は、学生の企画で行う大学近隣の高齢の

方と学生との交流会である。日工大に隣接する住宅団地は約50年前に

開発されたもので、現在高齢化率約50％、宮代町の中でも高齢化が進

み、一人暮らしや認知症の方も増えている。野口研究室の学生が、認知

症の方の地域活動の実態を調査したことがきっかけで、外出や交流の機

会の創出のために2024年度からこの会を始めることになった。学生が

考えたのは、どんな人でも参加でき、緩やかにつながる自然で無理のな

い居場所を作ることである。地域の高齢の方には学生との交流が大変好

評で、2025年度は、新4年生に引き継いで計4回実施した。会場は本学

に4カ所ある学生食堂のうちの2カ所で、参加者は回を重ねるごとに増

え、近隣のお一人暮らしの高齢者を中心に20～30人、学生10数人、教

職員、町役場職員、社協職員など40～50人である。12月にはクリスマ

スプレゼント交換などのお楽しみ会も実施した（右写真）。2026年度

以降、複数の研究室の学生で企画し、継続していけるよう検討している。

●「ヒューマンケアと生活空間」

「ヒューマンケアと生活空間」は彩の国連携科目の「ヒューマンケア論」に該当する本学の授業である。

1年次の全員が履修する必修科目であり、生・老・病・死・障がいなどのテーマに基づく具体的な事例から、

ケアを必要とする人やその暮らしに関わる様々な人の思い、その人たちと向き合う自分について考えられる

ようになることを目的としている。

最終回のグループワーク発表

回 テーマ 方法

1 ガイダンス / ビデオ講義

2 ビデオ講義

3 ビデオ講義

4 リフレクション

5 ゲスト講義

6 ビデオ講義

7 リフレクション

8 ゲスト講義

9 ゲスト講義

10 リフレクション

11 ゲスト講義

12 ゲスト講義

13 リフレクション

14 全体リフレクション

認知症

生・生命

ケアと生活環境

地域連携

授業プログラム

本年度は、四テーマで構成し、一テーマごとにビデオ講義または

ゲスト講師による講義の二つの講義と、グループワークによるリフ

レクションの三部構成とし、テーマごとの理解を深め、これを四回

繰り返し、学生のリフレクション力を高めることを目指した。

学生のふり返りとレポートから、社会への関心、人と人のつなが

りの重要性、支援する側とされる側の対等性、相手への配慮の必要

性などの気づきと学びがあったこと

が示唆された。繰り返し実施したリ

フレクションでは、参加の姿勢、他

者の意見からの学び、視点の広がり

などが得られたと見受けられた。さ

らに授業での学びを今後の学生生活

にも生かしたいという希望や、学生

生活の基盤となる授業と学生が位置

付けていることも示された。

「彩の国連携科目」のうち「IPW実習」は４大学合同で行うが、その他は、４大学共有の学びの要素を

持つ各大学独自の科目として実施されている。ここでは「ヒューマンケア論」に該当する本学の科目を

紹介する。また、SAIPEの取り組みと関連する、本学による地域連携の活動について報告する。


